
１．平成16年9月中間期の業績（平成16年4月1日～平成16年9月30日） 

※ 上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んで

おります。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 

なお、上記予想に関する事項は添付資料の５ページを参照して下さい。 

平成17年3月期 個別中間財務諸表の概要 
平成16年11月19日

会社名 株式会社 東邦システムサイエンス 登録銘柄   

コード番号 ４３３３ 本社所在都道府県 東京都 

(URL http://www.tss.co.jp)

代表者 役職名 代表取締役社長

  氏名 渡邉 一彦

問い合わせ先 責任者役職名 取締役管理本部長

  氏名 高橋 誠 ＴＥＬ （０３）５９４０－４０３１

決算取締役会開催日 平成16年11月19日 中間配当制度の有無 有 

    単元株制度採用の有無 有（１単元100株）

(1)経営成績 （注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

  売上高 営業利益 経常利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

16年9月中間期 1,836 △0.7 42 183.4 60 69.0

15年9月中間期 1,848 △2.9 15 △90.8 35 △78.4

16年3月期 4,036 163 208 

  中間(当期)純利益 
１株当たり中間
(当期)純利益 

  百万円 ％ 円 銭

16年9月中間期 32 68.6 12 34

15年9月中間期 19 △78.9 7 50

16年3月期 116 38 55

（注）①期中平均株式数 16年9月中間期 2,664,699株 15年9月中間期 2,600,000株 16年3月期 2,600,000株

  ②会計処理の方法の変更 無 

  ③売上高、営業利益、経常利益、中間(当期)純利益におけるパーセント表示は、対前年中間期増減率 

(2)配当状況  

  
１株当たり 
中間配当金 

１株当たり
年間配当金 

  
  

  円 銭 円 銭

16年9月中間期 － －    ――――――  

15年9月中間期 － －    ――――――

16年3月期     ―――――― 12 00

(3)財政状態  

  総資産 株主資本 株主資本比率 １株当たり株主資本

  百万円 百万円 ％ 円 銭

16年9月中間期 3,619 2,206 61.0 720 97

15年9月中間期 2,969 1,813 61.1 697 54

16年3月期 3,113 1,910 61.4 728 57

（注）①期末発行済株式数 16年9月中間期 3,060,000株 15年9月中間期 2,600,000株 16年3月期 2,600,000株

  ②期末自己株式数 16年9月中間期 0株 15年9月中間期 0株 16年3月期 0株

２．平成17年3月期の業績予想（平成16年4月1日～平成17年3月31日）  

  売上高 経常利益 当期純利益
１株当たり年間配当金

期末   

    百万円  百万円 百万円 円 銭 円 銭

通 期 4,100   220 125 12 00 12 00

（参考） １株当たり予想当期純利益（通期） 28円03銭 （株式分割後の期末発行済株式数3,978,000株による） 
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６．個別中間財務諸表等 

(1) 中間貸借対照表 

   
前中間会計期間末 

（平成15年９月30日） 
当中間会計期間末 

（平成16年９月30日） 
前事業年度の要約貸借対照表 

（平成16年３月31日） 

区分 
注記 
番号 

金額（千円） 
構成比
（％）

金額（千円） 
構成比 
（％） 

金額（千円） 
構成比
（％）

（資産の部）                    

Ⅰ 流動資産                    

１ 現金及び預金     759,405     1,681,463     1,208,259  

２ 売掛金     686,686     565,004     651,704  

３ 有価証券     593,202     300,821     330,890  

４ 特定金銭信託     311,821     352,218     341,764  

５ たな卸資産     75,622     18,912     31,323  

６ 前払費用     24,798     26,854     26,650  

７ 繰延税金資産     72,492     78,274     70,079  

８ その他     5,427     5,968     779  

貸倒引当金     △2,060     △1,695     △1,957  

流動資産合計     2,527,397 85.1   3,027,823 83.7   2,659,495 85.4 

Ⅱ 固定資産                    

１ 有形固定資産                    

(1）建物   34,108     31,095     34,108    

減価償却累計額   16,940 17,168   17,571 13,524   18,168 15,939  

(2）工具器具及び備品   63,036     39,853     47,978    

減価償却累計額   50,503 12,532   31,922 7,930   39,112 8,866  

有形固定資産合計     29,701 1.0   21,454 0.6   24,806 0.8 

２ 無形固定資産     3,478 0.1   3,201 0.1   3,201 0.1 

３ 投資その他の資産                    

(1）投資有価証券     54,680     54,680     54,680  

(2）関係会社株式     20,000     149,990     20,000  

(3）長期前払費用     1,171     645     896  

(4）繰延税金資産     213,770     242,309     231,633  

(5）差入敷金     37,923     37,923     37,923  

(6）保険積立金     74,093     74,093     74,093  

(7）その他     7,200     7,200     7,200  

投資その他の資産合計     408,839 13.8   566,841 15.6   426,427 13.7 

固定資産合計     442,019 14.9   591,498 16.3   454,435 14.6 

資産合計     2,969,417 100.0   3,619,321 100.0   3,113,931 100.0 
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前中間会計期間末 

（平成15年９月30日） 
当中間会計期間末 

（平成16年９月30日） 
前事業年度の要約貸借対照表 

（平成16年３月31日） 

区分 
注記 
番号 

金額（千円） 
構成比
（％）

金額（千円） 
構成比 
（％） 

金額（千円） 
構成比
（％）

（負債の部）                    

Ⅰ 流動負債                    

１ 買掛金     310,543     235,748     300,273  

２ 短期借入金     ―     99,984     ―  

３ 未払金     4,903     26,824     28,872  

４ 未払費用     47,353     42,131     55,333  

５ 未払法人税等     55,778     45,289     61,060  

６ 未払消費税等     17,426     15,339     20,292  

７ 預り金     9,195     9,647     10,100  

８ 賞与引当金     140,683     145,285     129,806  

流動負債合計     585,884 19.7   620,250 17.1   605,741 19.4 

Ⅱ 固定負債                    

１ 長期借入金     ―     175,020     ―  

２ 退職給付引当金     550,381     599,702     574,789  

３ 役員退職慰労引当金     19,559     18,192     22,709  

固定負債合計     569,940 19.2   792,914 21.9   597,498 19.2 

負債合計     1,155,825 38.9   1,413,164 39.0   1,203,239 38.6 

                     

（資本の部）                    

Ⅰ 資本金     221,500 7.4   376,980 10.4   221,500 7.1 

Ⅱ 資本剰余金                    

資本準備金   227,600     382,298     227,600    

資本剰余金合計     227,600 7.7   382,298 10.6   227,600 7.3 

Ⅲ 利益剰余金                    

１ 利益準備金   10,500     10,500     10,500    

２ 任意積立金   3,047     1,874     3,047    

３ 中間（当期）未処分利益   1,350,918     1,434,504     1,448,044    

利益剰余金合計     1,364,466 46.0   1,446,878 40.0   1,461,591 47.0 

Ⅳ その他有価証券評価差額金     25 0.0   ― ―   ― ― 

資本合計     1,813,592 61.1   2,206,156 61.0   1,910,691 61.4 

負債資本合計     2,969,417 100.0   3,619,321 100.0   3,113,931 100.0 
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(2) 中間損益計算書 

   
前中間会計期間 

（自 平成15年４月１日 
至 平成15年９月30日） 

当中間会計期間 
（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

前事業年度の要約損益計算書 
（自 平成15年４月１日 
至 平成16年３月31日） 

区分 
注記 
番号 

金額（千円） 
百分比
（％）

金額（千円） 
百分比 
（％） 

金額（千円） 
百分比
（％）

Ⅰ 売上高     1,848,866 100.0   1,836,122 100.0   4,036,626 100.0 

Ⅱ 売上原価     1,614,837 87.3   1,553,015 84.6   3,440,302 85.2 

売上総利益     234,028 12.7   283,107 15.4   596,324 14.8 

Ⅲ 販売費及び一般管理費     218,897 11.9   240,228 13.1   432,641 10.7 

営業利益     15,130 0.8   42,878 2.3   163,683 4.1 

Ⅳ 営業外収益 ※１   20,456 1.1   28,903 1.6   46,089 1.1 

Ⅴ 営業外費用 ※２   ― ―   11,637 0.6   1,171 0.0 

経常利益     35,586 1.9   60,143 3.3   208,601 5.2 

Ⅵ 特別損失 ※３   ― ―   3,975 0.2   ― ― 

税引前中間（当期）純利益     35,586 1.9   56,168 3.1   208,601 5.2 

法人税、住民税及び事業税   56,620     42,152     147,941    

法人税等調整額   △40,540 16,080 0.9 △18,871 23,280 1.3 △55,971 91,969 2.3 

中間（当期）純利益     19,506 1.0   32,887 1.8   116,632 2.9 

前期繰越利益     1,331,411     1,401,616     1,331,411  

中間（当期）未処分利益     1,350,918     1,434,504     1,448,044  
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中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

前中間会計期間 

（自 平成15年４月１日 

至 平成15年９月30日） 

当中間会計期間 

（自 平成16年４月１日 

至 平成16年９月30日） 

前事業年度 

（自 平成15年４月１日 

至 平成16年３月31日） 

１ 有価証券の評価基準及び評価方法 

(1）子会社株式 

 移動平均法による原価法を採用して

おります。 

１ 有価証券の評価基準及び評価方法 

(1）子会社株式及び関連会社株式 

同左 

１ 有価証券の評価基準及び評価方法 

(1）子会社株式 

同左 

(2）その他有価証券 

 時価のあるもの 

 中間決算日の市場価格等に基づく

時価法（評価差額は全部資本直入法

により処理し、売却原価は移動平均

法により算定しております）を採用

しております。 

(2）その他有価証券 

―――――――― 

(2）その他有価証券 

―――――――― 

 時価のないもの 

 移動平均法による原価法を採用し

ております。 

 時価のないもの 

同左 

 時価のないもの 

同左 

２ 運用目的の金銭の信託の評価基準及び評

価方法 

 時価法を採用しております。 

２ 運用目的の金銭の信託の評価基準及び評

価方法 

同左 

２ 運用目的の金銭の信託の評価基準及び評

価方法 

同左 

３ たな卸資産の評価基準及び評価方法 

仕掛品 

 個別法による原価法を採用しておりま

す。 

３ たな卸資産の評価基準及び評価方法 

仕掛品 

同左 

３ たな卸資産の評価基準及び評価方法 

仕掛品 

同左 

４ 固定資産の減価償却の方法 

(1）有形固定資産 

 定率法を採用しております。 

 ただし、取得価額10万円以上20万円

未満の少額減価償却資産については、

３年間均等償却をしております。 

 なお、耐用年数は以下のとおりであ

ります。 

４ 固定資産の減価償却の方法 

(1）有形固定資産 

同左 

４ 固定資産の減価償却の方法 

(1）有形固定資産 

同左 

建物 10～18年 

工具器具及び備品 ３～15年 

   

(2）無形固定資産 

 定額法を採用しております。 

 なお、自社利用のソフトウエアにつ

いては社内における利用可能期間（５

年間）に基づく定額法を採用しており

ます。 

(2）無形固定資産 

―――――――― 

(2）無形固定資産 

 定額法を採用しております。 

 なお、自社利用のソフトウエアに

ついては、社内における利用可能期

間（５年間）に基づく定額法を採用

しております。 

(3）長期前払費用 

 役務の提供を受ける期間に応じて償

却を行っております。 

(3）長期前払費用 

同左 

(3）長期前払費用 

同左 

５  ―――――――― 

  

  

５ 繰延資産の処理方法 

新株発行費 

 支出時に全額費用としております。 

５  ―――――――― 
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前中間会計期間 

（自 平成15年４月１日 

至 平成15年９月30日） 

当中間会計期間 

（自 平成16年４月１日 

至 平成16年９月30日） 

前事業年度 

（自 平成15年４月１日 

至 平成16年３月31日） 

６ 引当金の計上基準 

(1）貸倒引当金 

 債権の貸倒れによる損失に備えるた

め、一般債権については、貸倒れの実

績等を勘案した繰入率により、貸倒懸

念債権及び破産更生債権等については

個別に回収可能性を検討し、回収不能

見込額を計上しております。 

６ 引当金の計上基準 

(1）貸倒引当金 

同左 

６ 引当金の計上基準 

(1）貸倒引当金 

同左 

(2）賞与引当金 

 従業員に対して支給する賞与の支出

に充てるため、支給見込額の当中間会

計期間の負担額を計上しております。 

(2）賞与引当金 

同左 

(2）賞与引当金 

 従業員に対して支給する賞与の支出

に充てるため、支給見込額の当期負担

額を計上しております。 

(3）退職給付引当金 

 従業員の退職給付に備えるため当事

業年度末における退職給付債務の見込

額に基づき、当中間会計期間末におい

て発生していると認められる額を計上

しております。 

 なお、数理計算上の差異は、その発

生時の従業員の平均残存勤務期間以内

の一定の年数（10年）による定額法に

より、それぞれ発生の翌事業年度から

費用処理しております。 

(3）退職給付引当金 

同左 

(3）退職給付引当金 

 従業員の退職給付に備えるため当事

業年度末における退職給付債務の見込

額に基づき、計上しております。 

 なお、数理計算上の差異は、その発

生時の従業員の平均残存勤務期間以内

の一定の年数（10年）による定額法に

より、それぞれ発生の翌事業年度から

費用処理しております。 

(4）役員退職慰労引当金 

 役員の退職慰労金の支出に備えるた

め、内規に基づく中間期末要支給額を

計上しております。 

(4）役員退職慰労引当金 

同左 

(4）役員退職慰労引当金 

 役員の退職慰労金の支出に備えるた

め、内規に基づく期末要支給額を計上

しております。 

７ リース取引の処理方法 

 リース物件の所有権が借主に移転すると

認められるもの以外のファイナンス・リー

ス取引については通常の賃貸借取引に係る

方法に準じた会計処理によっております。 

７ リース取引の処理方法 

同左 

７ リース取引の処理方法 

同左 

８ その他財務諸表作成のための基本となる

重要な事項 

消費税等の会計処理 

 税抜方式によっております。 

８ その他財務諸表作成のための基本となる

重要な事項 

消費税等の会計処理 

同左 

８ その他財務諸表作成のための基本となる

重要な事項 

(1）消費税等の会計処理 

同左 
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追加情報 

注記事項 

（中間損益計算書関係） 

前中間会計期間 

（自 平成15年４月１日 

至 平成15年９月30日） 

当中間会計期間 

（自 平成16年４月１日 

至 平成16年９月30日） 

前会計年度 

（自 平成15年４月１日 

至 平成16年３月31日） 

―――――――― （法人事業税における外形標準課税部分の損

益計算書上の表示方法）  

 実務対応報告第12号「法人事業税における

外形標準課税部分の損益計算書上の表示につ

いての実務上の取扱い」（企業会計基準委員

会 平成16年２月13日）が公表されたことに

伴い、当中間会計期間から同実務対応報告に

基づき、法人事業税の付加価値割及び資本割

4,281千円を販売費及び一般管理費として計上

しております。 

―――――――― 

前中間会計期間 
（自 平成15年４月１日 
至 平成15年９月30日） 

当中間会計期間 
（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

前事業年度 
（自 平成15年４月１日 
至 平成16年３月31日） 

※１ 営業外収益のうち主要なもの ※１ 営業外収益のうち主要なもの ※１ 営業外収益のうち主要なもの 

  千円

有価証券利息 31

受取配当金 4,166

損害保険満期返戻金 649

保険取扱事務費 501

雇用開発助成金 700

貸倒引当金戻入額 219

特定金銭信託運用益 12,063

組織変更に伴う株式割

当益 
1,893

  千円

有価証券利息 21

受取配当金 5,196

保険取扱事務費 490

貸倒引当金戻入額 262

特定金銭信託運用益 20,361

団体定期保険受取金 2,500

  千円

有価証券利息 117

受取配当金 4,166

損害保険満期返戻金 649

保険取扱事務費 997

雇用開発助成金 700

特定金銭信託運用益 36,690

組織変更に伴う株式割

当益 

1,893

※２  ――――――――――― ※２ 営業外費用のうち主要なもの ※２ 営業外費用のうち主要なもの 

   

   

  千円

支払利息 710

新株発行費償却 10,847

有形固定資産除却損 79

  千円

有形固定資産除却損 1,171

※３  ――――――――――― 

   

   

※３ 特別損失のうち主要なもの 

  千円

事務所閉鎖による費用  

有形固定資産除却損 1,630

什器備品撤去費 1,380

その他 964

  3,975

※３  ――――――――――― 

   

   

 ４ 減価償却実施額  ４ 減価償却実施額  ４ 減価償却実施額 

  千円

有形固定資産 5,135

無形固定資産 276

  千円

有形固定資産 3,356

  千円

有形固定資産 11,224

無形固定資産 553
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① リース取引 

② 有価証券 

前中間会計期間末（自 平成15年４月１日 至 平成15年９月30日） 

子会社株式で時価のあるものは、ありません。 

当中間会計期間末（自 平成16年４月１日 至 平成16年９月30日） 

子会社株式及び関連会社株式で時価のあるものは、ありません。 

前事業年度末（自 平成15年４月１日 至 平成16年３月31日） 

子会社株式で時価のあるものは、ありません。 

前中間会計期間 
（自 平成15年４月１日 
至 平成15年９月30日） 

当中間会計期間 
（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

前事業年度 
（自 平成15年４月１日 
至 平成16年３月31日） 

リース物件の所有権が借主に移転すると認

められるもの以外のファイナンス・リース取

引 

リース物件の所有権が借主に移転すると認

められるもの以外のファイナンス・リース取

引 

リース物件の所有権が借主に移転すると認

められるもの以外のファイナンス・リース取

引 

（借主側） （借主側） （借主側） 

① リース物件の取得価額相当額、減価償

却累計額相当額及び中間期末残高相当額 

① リース物件の取得価額相当額、減価償

却累計額相当額及び中間期末残高相当額 

① リース物件の取得価額相当額、減価償

却累計額相当額及び期末残高相当額 

  工具器具及び備品 

取得価額相当額 3,688千円 

減価償却累計額相当額 2,201千円 

中間期末残高相当額 1,486千円 

  工具器具及び備品

取得価額相当額 592千円 

減価償却累計額相当額 311千円 

中間期末残高相当額 281千円 

  工具器具及び備品

取得価額相当額 3,688千円 

減価償却累計額相当額 2,570千円 

期末残高相当額 1,117千円 

② 未経過リース料中間期末残高相当額 ② 未経過リース料中間期末残高相当額 ② 未経過リース料期末残高相当額 

１年以内 594千円 

１年超 945千円 

合計 1,539千円 

１年以内 108千円

１年超 183千円

合計 292千円

１年以内 407千円

１年超 756千円

合計 1,163千円

③ 支払リース料、減価償却費相当額及び

支払利息相当額 

③ 支払リース料、減価償却費相当額及び

支払利息相当額 

③ 支払リース料、減価償却費相当額及び

支払利息相当額 

支払リース料 404千円 

減価償却費相当額 368千円 

支払利息相当額 34千円 

支払リース料 239千円

減価償却費相当額 217千円

支払利息相当額 21千円

支払リース料 808千円

減価償却費相当額 737千円

支払利息相当額 62千円

④ 減価償却費相当額及び利息相当額の算

定方法 

減価償却費相当額の算定方法 

リース期間を耐用年数とし、残存価

額を零とする定額法によっておりま

す。 

④ 減価償却費相当額及び利息相当額の算

定方法 

減価償却費相当額の算定方法 

同左 

④ 減価償却費相当額及び利息相当額の算

定方法 

減価償却費相当額の算定方法 

同左 

利息相当額の算定方法 

リース料総額とリース物件の取得価

額相当額の差額を利息相当額とし、各

期への配分方法については、利息法に

よっております。 

利息相当額の算定方法 

同左 

利息相当額の算定方法 

同左 
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（１株当たり情報） 

 （注） １株当たり中間（当期）純利益の算定上の基礎は以下のとおりであります。 

前中間会計期間 

(自 平成15年４月１日 

至 平成15年９月30日) 

当中間会計期間 

(自 平成16年４月１日 

至 平成16年９月30日) 

前事業年度 

(自 平成15年４月１日 

至 平成16年３月31日) 

１株当たり純資産額 697円54銭

１株当たり中間純利益 7円50銭

１株当たり純資産額 720円97銭

１株当たり中間純利益  12円34銭

１株当たり純資産額 728円57銭

１株当たり当期純利益 38円55銭

 なお、潜在株式調整後１株当たり中間純利

益については、潜在株式がないため記載して

おりません。 

同左  なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利

益については、潜在株式がないため記載して

おりません。 

 
前中間会計期間 

(自 平成15年４月１日 

至 平成15年９月30日) 

当中間会計期間 

(自 平成16年４月１日 

至 平成16年９月30日) 

前事業年度 

(自 平成15年４月１日 

至 平成16年３月31日) 

中間（当期）純利益（千円） 19,506 32,887 116,632 

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ― 16,400 

（うち利益処分による役員賞与金）（千円） ― ― (16,400) 

普通株式に係る中間（当期）純利益（千円） 19,506 32,887 100,232 

期中平均株式数（千株） 2,600 2,664 2,600 
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（重要な後発事象） 

前中間会計期間 
（自 平成15年４月１日 
至 平成15年９月30日） 

当中間会計期間 
（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

前事業年度 
（自 平成15年４月１日 
至 平成16年３月31日） 

 該当事項はありません。 １ 合併及びこれに先立つ株式の取得につい

て 

(1)合併及び株式取得の目的  

当社と株式会社中野ソフトウェア・エ

ースは、平成16年４月１日締結の資本業

務提携に基づき、営業面、人事面及びそ

の他業務面に亘る互いのメリットについ

て相互理解を深めてきた結果、その将来

的な目標である両社の合併を早期に実現

することが、最善の策であると判断した

ことによります。 

(2)合併及び株式取得の日程 

株式譲渡契約書締結 

  平成17年１月上旬（予定） 

 株式取得日 

  平成17年１月上旬（予定） 

 合併契約書承認取締役会 

  平成17年２月中旬（予定） 

 合併契約書調印 

  平成17年２月中旬（予定） 

 合併契約書承認株主総会 

  平成17年２月中旬 

  （予定・被合併会社のみ） 

 合併期日 

  平成17年４月１日（予定） 

(3)株式の取得先 

宮里紘一郎ほか５名の既存株主からの

取得を予定しております。なお、当社と

当該既存株主との間に、資本的関係、人

的関係、取引関係はありません。 

(4)株式の取得金額 

１株当たり4,333円 

（総額464,844,240円） 

 なお、株式の取得金額につきまして

は、同社の平成16年９月中間期決算に基

づき精査する予定です。 

(5)合併の形式 

当社を存続会社とし、株式会社中野ソ

フトウェア・エースを解散会社とする吸

収合併とします。なお、合併に先立つ株

式会社中野ソフトウェア・エース株式の

取得を前提とし、商法413条ノ３第１項

に定める簡易合併方式により行う予定で

す。 

 平成16年４月１日開催の取締役会において、

株式会社中野ソフトウェア・エースとの間で、

将来の合併を視野に入れた資本業務提携を行う

ことを決議し、基本合意いたしました。 

１ 業務提携の内容 

(1)ソフトウェア開発における協業体制の

確立による市場対応力の強化 

(2)金融分野における相互ノウハウの共有 

(3)同社への非常勤取締役の派遣 

(4)将来の合併に向けての継続的検討 

２ 資本提携の内容 

 当社は、株式会社中野ソフトウェア・エ

ースの第三者割当増資を引き受けました。

これにより同社の発行済株式の20％を保有

することとなりました。 

払込期日   平成16年６月17日 

払込金額   129,990千円 

取得株式数  30,000株 

３ 株式会社中野ソフトウェア・エースの概

要 

設立     昭和48年４月 

代表者    代表取締役社長 

宮里紘一郎 

資本金    60,000千円 

（平成16年３月31日現在） 

従業員数   134名 

（平成16年５月１日現在） 

主な事業内容 システムインテグレーショ

ン、ソフトウェア開発、パ

ッケージ開発、システム企

画・開発、コンサルティン

グ等 

当社との関係 取引関係はありません 
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前中間会計期間 
（自 平成15年４月１日 
至 平成15年９月30日） 

当中間会計期間 
（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

前事業年度 
（自 平成15年４月１日 
至 平成16年３月31日） 

  (6)合併比率 

合併当事会社それぞれの平成16年９月

中間期決算後、(4)に定める１株当たり

の株式取得金額及び当社の市場株価等を

基準に、第三者機関に合併比率の算定を

依頼し、平成17年２月中旬の合併契約書

締結までに決定する予定です。 

(7)被合併会社の概要 

（平成16年９月末日現在） 

設立     昭和48年４月 

 代表者    代表取締役社長 

        宮里紘一郎 

 資本金    125,010千円 

 株主資本   447,303千円 

 総資産    960,791千円 

 従業員数   128名 

主な事業内容 システムインテグレー

ション、ソフトウェア

開発、パッケージ開

発、システム企画・開

発、コンサルティング

等 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  ２ 株式分割について 

 平成16年８月16日開催の当社取締役会にお

いて次のように株式分割を行うことを決議い

たしました。 

(1)平成16年11月19日をもって普通株式１

株を1.3株に分割します。 

①分割により増加する株式数 

普通株式とし、平成16年９月30日最

終の発行済株式総数に0.3を乗じた株

式数とします。 

②分割の方法 

平成16年９月30日最終の株主名簿及

び実質株主名簿に記載または記録され

た株主の所有株式数を、１株につき

1.3株の割合をもって分割します。 

(2)配当起算日 

平成16年10月１日 
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前中間会計期間 
（自 平成15年４月１日 
至 平成15年９月30日） 

当中間会計期間 
（自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日） 

前事業年度 
（自 平成15年４月１日 
至 平成16年３月31日） 

  当該株式分割が前期首に行われたと仮定

した場合の前中間会計期間及び前事業年度

における１株当たり情報並びに当期首に行

われたと仮定した場合の当中間会計期間に

おける１株当たり情報はそれぞれ以下のと

おりとなります。 

前中間会計期
間 

当中間会計期
間 

前事業年度 

１株当たり純
資産額 

１株当たり純
資産額 

１株当たり純
資産額 

536円57銭 554円59銭 560円44銭

１株当たり中
間純利益 

１株当たり中
間純利益 

１株当たり当
期純利益 

5円77銭 9円49銭 29円65銭
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